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高温還元によってランダムに生
成したNi粒子近傍に吸着した
CO2がメタン化： 低い選択性！

CO2吸着サイトが消失した部分の
みに反応サイトがあるためCOだけ
がメタン化： 高い選択性！

家庭用固体高分子形燃料電池システム「エネファーム」への水素供給は、内蔵された燃料改質装置

（FPS ）により行われており、システム普及のためにはFPSのコストダウンと高性能化が必須の課題で

ある。CO選択メタン化法は、従来のCO除去工程を大幅に簡略化できる可能性があることから最近注

目を集めている。我々は、噴霧プラズマ法により調製したナノサイズの非晶質ニッケルアルミネート

（NiAlxOy ）粉末に少量のRuを添加することによって、CO選択メタン化に高活性・高選択性を示すことを

見出した。本研究ではその活性と選択性の発現機構を検討した。
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調製後

Ruが無いと
高温還元が
必要なため、
ランダムにNi
微粒子が生
成してしまう。
（写真中の黒
点がNi）

Ruからのスピ

ルオーバー水
素によりRu存
在部のみにNi
金属が形成で
きる。 （写真
中の黒点が
Ni）
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